
令和７年度第１回学校運営協議会報告 

開 催 日 令和７年７月１４日（月） 於 白石高校普通科キャンパス会議室 

開催時間 15：30～17：00 

出席者数 委員12名 事務局４名 

出席者氏名 
委員：江口、内野、中山、鴨川、喜多、藤瀬、山口、酒井、大串、上原、野見山、野村 

事務局：藤﨑、江口、塚本、谷口 

会議次第 

１ 開会 ２ 学校長挨拶 ３ 任命状交付及び委員自己紹介 ４ 会長・副会長の選出 

５ 議事 ⑴ 学校経営方針等について ⑵ 令和６年度進路状況（結果）について 

⑶ 令和７年度学校評価計画について ⑷ その他 ６ 部会編成 ７ 閉会 

議事録 

５ 議事 

⑴ 学校経営方針、⑵ 令和6年度進路状況 

校長：スクールミッション、スクールポリシー、今年度の教育目標を説明。生徒・保護者に「来てよかった」と

思ってもらえる学校作りを目指す。同時に職員の働きがい・働きやすさの実現も目指す。課題は、学校の

魅力向上や地域に愛される学校作り、地域との連携、広報活動など。続いて、昨年度の進路状況を説明。 

議長：高校入試の応募倍率が学校評価に直結する現状を踏まえ、白石高校の魅力をどう伝え、どういう学校であ

ってほしいか、それぞれの立場からの意見をお願いします。 

委員１：生徒の地域活動が地域や保護者に伝わっていない。ホームページやＳＮＳでの積極的な広報活動を通じ

て、生徒の多様な活動を知ってもらうべき。 

委員２：ボランティアに来た生徒を見ると素直で素晴らしい。その活動を外部に発信すべき。生徒自身がＳＮＳ

で学校の魅力を発信することも有効。 

委員３：生徒と関わると、人として素晴らしい教育がなされていると感じる。この教育は大事にしてほしい。 

委員４：生徒がボランティアで地域イベントに協力する際、チラシなどに「白石高校協力」と明記してほしい。

高校生の成長と学校の宣伝のため、企画運営段階からの参加を期待する。 

委員５：地域や大人との関わりでの成長や小中高連携等も期待できるため、イベントへの生徒の参加を期待。 

委員６：高校生サークル「ボンド」や納涼祭、さんま祭り等の地域イベントへの参加によって、生徒が輝いてい

るし、地域活性化にも貢献してくれていると実感する。昨年度は美術部や書道部の作品展示も好評を得た。 

委員７：白石町「放課後企業クラブ」などで生徒の素直さを実感。体操クラブ保護者との交流から、挨拶など人

としての基礎教育の重要性を感じる。 

委員８：生徒募集については広報活動は特に重要。中学生はＨＰよりもインスタグラムのような動的な情報を求

めている。生徒自身がＳＮＳで発信することで、中学生の目に留まり、入学希望者の増加に繋がると思う。 

委員９白石高校のＨＰは更新が少なく、情報が古い。私立高校のように放送部が毎日ＳＮＳで活動を発信してい

る例を参考にすべき。ただし情報管理の指導も必要。情報発信では挨拶など目立たない取り組みもアピー

ルポイントとなる。生徒が発信するための組織作りを学校で行うべき。 

委員10：生徒によるＳＮＳ発信は主体性育成に繋がるが、その前に誤解等を防ぐためのチェック体制や、報告体

制を確立すべき。生徒・職員双方に地道な努力が求められる。 

議長：白石高校生の素晴らしい活動や学校の取り組みが地域に高く評価されていることが確認できた。その上

で、学校が中学生や保護者から「選ばれる学校」になるために、ＳＮＳやＨＰなどを活用した情報発信の

強化が不可欠である。「コミュニケーションポリシー」を作ることも提案する。具体的な行動と取り組み

の姿勢を示してほしい。また、地域と連携し、生徒の輝く姿が地域を変える力となっていることなども発

信するために、学校だけでなく県や町役場にも情報発信や連携強化を求めても良いと思う。 

⑶ 令和７年度学校評価計画 

事務局：学校評価計画について説明。スクールミッションや重点目標達成のため、各分掌が評価項目と成果指標

を設定。9月の中間評価、3学期の最終評価で意見をいただく。 

 

事後 

措置 

 朝礼時報告 〇 職員会議にて報告  校内LANにて広報   

その他（ 学校 HPに掲載                    ） 

 


